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⑤　次世代の看護教育の中心的担い手としての教育者の育成
⑥　看護技術の開発及び評価能力を備える人材の育成
⑦　幅広い視野のもとで新しい看護システムや制度の開発に資する人材の育成

6　助産学専攻科の概要

　 1）特色
　助産学専攻科では、学士課程4年間において培った自己研鑽力が発揮できる教育課程を特色とし
ている。
　その1つとして、選択科目を設定せず、学生個々に助産学に広く関連した課題を発見し、自ら学び
を深める機会を創っている。加えて、この学びの更なる発展に向け文献研究を行う。
　また、1年間の学修では、助産師に必要な基本的知識・技術を土台に、ハイリスク事例に対応でき
るような高度な知識・技術を熟練した助産師と専門医のもとで修得する。この学修では看護師資格
が大いに役立っている。

　 2）教育目的
　札幌市立大学の理念である「人間重視を根幹とした人材の育成」と「地域社会への積極的な貢献」
を基盤に、各種助産技術能力の正確な修得を目指し、次のような教育を目的とする。
①　助産師に必要な基本的かつ高度な知識が修得できる。
②　助産師に必要な基本的かつ正確な助産技術が修得できる。
③　助産師に必要な知識と技術を統合し、助産ケアが実践できる。

　 3）育成する人材像
　北海道、札幌市においては、需給見通しで助産師の不足が見込まれる一方、産科医師の減少など
により、助産師の需要がさらに増加する可能性がある。また、少子高齢化が急速に進行する中で、よ
り一層安全で安心な分娩介助が求められるとともに、思春期や更年期への相談など、助産師が担う
役割は広範化・高度化する傾向にある。
　このため、助産学専攻科においては、次のような人材を育成する。
①　助産に関する幅広く、高度な知識と正確な技術を有する助産師
②　地域社会における母子健康の向上に貢献できる助産師
③　人間性豊かな助産師
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